
令 和 ５ 年 １ １ ⽉ １ ０ ⽇
　 国⼟交通省九州地⽅整備局

⼤ 分 県
宇 佐 市
（⼀社）全国道の駅連絡会
九州・沖縄「道の駅」連絡会

第11回全国「道の駅」シンポジウムin宇佐を開催します
〜地域価値（ブランド）を⾼める道の駅の役割とは〜
【概要】
道の駅制度誕⽣より３０周年を迎え、「第３ステージ『地⽅創⽣・観光を加

速する拠点』をテーマに進展しているところです。
本シンポジウムは、多様性を⽣かし、持続可能な地域全体の発展、道の駅の

安定運営を果たすべく、どの様な取り組みを⾏っていくべきかにあたって、そ
の⽅策を皆で考え、議論を⾏うことを⽬的にしております。

【問い合わせ先】
九州地⽅整備局 道路部 交通対策課 交通対策課⻑ 鵜林 保彦（うばやし やすひこ）
電話︓０９２－４７６－３５３４（ダイヤルイン）（内線︓４５１１）
九州地⽅整備局 ⼤分河川国道事務所 副所⻑ 甲斐 猛（かい たけし）
電話︓０９７－５４４－４１６７（直通）（内線︓２０５）
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○日 時：令和５年１１月２５日（土）１３：３０～１７：３０

○方法・場所：主会場：大分県宇佐市 宇佐文化会館「ウサノピア」
※オンラインでも視聴頂けます。

○主 催：第１１回全国「道の駅」シンポジウムin宇佐実行委員会
（国土交通省九州地方整備局、大分県、宇佐市、（一社）全国道の駅連絡会、九州・沖縄「道の駅」連絡会）

○プログラム：別添のリーフレットを参照下さい。
・基調講演（熊野 稔 宮崎大学教授）

地方創生における「道の駅」第３ステージでの役割や貢献
・パネルディスカッション

地方創生の起点となる「道の駅」

○参加申込み：公式ページhttps://michi-sympo.com/ から
令和５年１０月３１日（火）までにお申し込み下さい。
参加費は無料です。
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道の駅まつり
企業展示会 12：00 ～ 18：00

参加申込はシンポジウムホームページ
https://michi-sympo.comにアクセスし、
参加申込フォームからお申込みください。

主催：第11回全国「道の駅」シンポジウムin宇佐実行委員会
国土交通省九州地方整備局、 大分県、 宇佐市、
（一社）全国道の駅連絡会、 九州・沖縄「道の駅」連絡会【 】

【お問合せ】
第11回全国「道の駅」シンポジウムin宇佐実⾏委員会事務局
TEL︓03-5621-3188 ／ FAX︓03-5621-3153

宇佐市役所庁舎前広場（イベント広場）
10：00 ～ 15：00

宇佐市宇佐文化会館・ウサノピア
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～地域価値（ブランド）を高める道の駅の役割とは～～地域価値（ブランド）を高める道の駅の役割とは～

大分県宇佐市大字法鏡寺224番地
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当日、シンポジウム会場まで
のシャトルバスをご用意
いたします。詳細につき
ましては、ホームページ
にてご確認ください。

JR柳ヶ浦駅より車で約10分
宇佐ICより車で約10分



「道の駅」シンポジウム第11回
全国 宇佐in

開会式

基調講演

パネルディスカッション
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挨　　拶：シンポジウム実行委員会委員長　
宇佐市長　　是永　修治

祝　　辞：大分県知事　佐藤　樹一郎

テ ー マ：地方創生における「道の駅」
第３ステージでの役割や貢献

講 演 者：宮崎大学　地域資源創成学部
教授　熊野　稔

テ ー マ：地方創生の起点となる「道の駅」
～持続可能な地域づくりには、

道の駅はどうあるべきか～
コーディネーター：

国土交通省道路局企画課　評価室長
廣瀬　健二郎

パネリスト：宮崎県 都城市長
　　　　　池田　宜永

道守大分会議 代表世話人／
一般社団法人由布市まちづくり観光局 代表理事
桑野　和泉
株式会社ゼンリン 九州支社長

古賀　寛人

道の駅「みえ」駅長／大分県駅長会会長
後藤　節子

道の駅「阿蘇」駅長／

下城　卓也

宇佐市宇佐文化会館・ウサノピア  ※オンラインでも視聴いただけます
～地域価値（ブランド）を高める道の駅の役割とは～

道の駅制度30周年をむかえ、「第3ステージ『地方創生・観光を加速する拠点』」をテーマに進展しており、多くの道の駅が誕生し、制度・
機能も進化しているが、道の駅自体には課題（老朽化、安定運営）があり、また、地域の課題（地域活性化等）もある。
本シンポジウムでは、多様性を生かし、持続可能な地域全体の発展、道の駅の安定運営を果たすべく、どのような取り組みを行っていく
べきかにあたって、その方策を皆で考え、議論することを目的に開催します。

熊野 稔

池田 宜永 古賀 寛人

下城 卓也

宮崎県 都城市長 株式会社ゼンリン
九州支社長

道の駅「阿蘇」駅長
九州・沖縄「道の駅」連絡会駅長会会長

宮崎大学　地域資源創成学部　
教授
専門分野は、「地域都市計画・環境デザイン」。
総務省地域力創造アドバイザーとして地域
づくり現場で様々な支援を行っていると共に、
道の駅の計画、設計及び防災支援の改善計画、
マネジメントに関する研究を行う等、地域や
道の駅の課題解決に尽力されている。2023年
度から国土交通省の防災道の駅社会実験も担当
している。また、九州沖縄道の駅連絡会の顧問
として、「道の駅」の発展に貢献されている。

プログラム 基調講演

コーディネーター

パネリスト

後藤 節子
道の駅「みえ」駅長
大分県駅長会会長
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廣瀬 健二郎
国土交通省道路局企画課　
評価室長
北海道小樽市出身。東北地方整備局山形河川
国道事務所長などを歴任し、令和5年7月より
現職。今年30周年を迎えた「道の駅」について、
道路局における施策全体の責任者。現在、
道の駅「第３ステージ」のコンセプトである
『地方創生・観光を加速する拠点』の実現を目
指し、道の駅の発展に取り組まれている。

道の駅制定30周年記念開催道の駅制定30周年記念開催道の駅制定30周年記念開催

（50音順）

（50音順）

桑野 和泉
道守大分会議 代表世話人
一般社団法人由布市　　
まちづくり観光局 代表理事

九州・沖縄「道の駅」連絡会駅長会会長




